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研究成果の概要： 
 「市民参加型博物館」のモデル館とされた宮城県美術館、「市民が作った博物館」とされる市

立大町山岳博物館、建設見直し・反対運動が行われた横須賀美術館の３館を調査し、市民と博

物館の多様な関わり方を解明した。その過程で「市立大町山岳博物館所蔵行政文書目録」を作

成、公開した。また各地の市民主催シンポジウム等に参加する一方、市民参加・法制度改革関

連ラウンドテーブルを５回企画開催し、情報の収集・分析・発信に努めた。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2005 年度 1,200,000 0 1,200,000 

2006 年度 500,000 0 500,000 

2007 年度 500,000 150,000 650,000 

2008 年度 500,000 150,000 650,000 

  年度    

総 計 2,700,000 300,000 3,000,000 

 
 
研究分野：教育学 
科研費の分科・細目： 
キーワード：博物館、美術館、市民参加、教育普及活動、指定管理者制度、地域総合整備事業

債、博物館法、行政文書 
 
１．研究開始当初の背景 
(1)戦後日本の公立博物館史研究としては、
伊藤寿朗の「日本博物館発達史」（1978）が
ある。本研究は、伊藤の博物館史研究を批判
的に継承しようとするものであり、本研究代
表者がこれまで行ってきた伊藤の「第三世代
の博物館」論の具体的検証を継続する。 
 
(2)本研究では、1975～85 年頃の公立美術館
設置ブームから公立美術館冬の時代と言わ

れる現在までの美術館の実態を、市民との緊
張関係の視点から調べることによって、伊藤
の研究では手薄であった美術分野を補強す
る。 
 
 
２．研究の目的 
(１)本研究は、公立博物館の成立と維持存続
の過程を、市民との関係構築の観点から解明
しようとするものである。 
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(２)先行研究が「市民参加型」または「市民
が作った博物館」とした諸館の成立・発展・
閉館等、現在に至る変遷を明らかにすること
で、戦後公立博物館の理念と実態、及び、公
立博物館を支えてきた社会的背景を明らか
にする。その際、設置主体の規模や館種の違
い、地域性に着目し、公立博物館の存在意義
の検討を行う。 
 
（3）これらの研究成果の上に、博物館関連
法制の変遷を重ね合わせることによって、公
立博物館存続のための方策、または代替的制
度の可能性を探る。 
 
 
３．研究の方法 
(１)「第三世代の博物館」論モデル館の調査。
宮城県美術館の教育普及活動に関する調査
を継続し、関係者への聞き取り、及び書庫内
に保管されている新聞記事等スクラップを
もとに、分析を行った。また、館や活動のコ
ンセプトに影響を与えたと考えられるウォ
ーカーアートセンター、及びブルックリン美
術館にて、参与観察、資料収集を行った。 
 
(２)美術館建設反対運動に関する調査。大規
模な建設反対運動が行われた横須賀美術館
に関し、建設推進・見直し・反対運動を行っ
た関係者への聞き取り、及び資料収集、隣接
類似施設の調査を行った。また、背景にある
財政問題を、地域総合整備事業債による資金
調達の問題に焦点を当て検討を行った。 
 
(３)「市民が作った博物館」に関する調査。
市立大町山岳博物館の成立・発展・現状に関
し、関係者への聞き取り、参与観察等を行っ
た結果、館内に設立直前期からの行政文書が
大量に保管されていることを知り、館の協力
を得て、行政文書目録を作成した。また、大
町市議会事務局や大町公民館の所蔵行政文
書に関しても、閲覧、写真撮影を行った。 
 
（4）博物館をめぐる政策動向に関する情報
収集と分析。指定管理者制度の導入、博物館
法改正、公益法人制度改革に関して、情報収
集を行い、関連ラウンドテーブルを開催、ま
た各地のシンポジウム等に参加し、レポート
等の情報発信を行った。 
 
 
４．研究成果 
(１)一連の NPM、日本版 PPP 的改革にさらさ
れる博物館側が、定量評価だけでは計れない、
施設固有の歴史や利用状況をアピールする
必要性があることを論じ、宮城県美術館の教
育普及活動を事例研究した。多元的な利用状

況を解明するために質的調査を行い、1981～
1995 年までのモノグラフを作成し、普及部の
活動は、個人の主体性の確立をめざす活動で
あり、「近代美術館」の性格に相応したもの
であることを論じた。 
 
（2）指定管理者制度が導入された島根県立
美術館、長崎歴史文化博物館、長崎県美術館
での参与観察から、教育普及活動の質的転換
の必要性を論じた。また、両県での議論を調
べる過程で、自治体財政の立て直し策である
はずの指定管理者制度が、新たな箱モノ建設
とセットで使われるねじれ現象を発見、地域
総合整備事業債の問題点を指摘し、設置者側
への教育の必要性を論じた。 
 
（3）横須賀美術館建設計画反対・見直し運
動の経緯、主張、波及効果を検討した。見直
し派議員らが美術館より福祉への税金投入
を主張したため、美術館開設準備室は福祉に
配慮した活動を行い、設置条例に対するパブ
リックコメントに譲歩し、開館日・開館時間
を拡大したこと、建設に多額の資金を投入す
る一方で、管理運営費の節減や館員の労働強
化を招きかねないこと、市民との合意形成の
上で問題が残ったこと、市政への関心が高ま
ったことを指摘した。 
 
(4)戦後間もなく、地域住民の公民館活動が
発端で誕生した大町山岳博物館を調査対象
として、刊行物の分析を行い、開館以来の入
館者数の変化は、観光地としての大町市の盛
衰、及び「失われた 10年」等の大きな社会
経済的変化の影響を受けたこと、また創設当
時から慢性的な市の財政難に直面してきた
ことと等を明らかにした。また、調査の過程
で、大量の行政文書が保管されていることを
知り、1951～2003 年度（博物館協議会関係は
2006 年度まで）分を目録化し公表した。 
 
(5)日本社会教育学会六月集会、及び大会に
おいて、博物館法制度、及び博物館活動への
市民参加に関するラウンドテーブルを６回
開催し、その大半の記録をMusaで公表した。 
 
(6)国内で開催された博物館法制度改革関連
シンポジウム等、及び博物館の開館・運営条
件の変更や、存続の危機に関する市民主導の
シンポジウム等に参加し、そこでの主張や意
見交換の状況、参加者の反応を紙媒体にレポ
ートすると同時に、ブログ<ミュージアムの
小径>にて情報発信を行った。 
 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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